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新人紹介

2020年 8月に入局いたしました市

川昌志と申します。近畿大学病院で

腎臓内科に3年間従事しておりまし

たが、臓器を治療するだけではなく、

患者さんの生活や人生をみて一緒に

考え、本来生活していた場に戻られ

るためのサポー トをしたいと思い転

科を決意しました。リハビリテーショ

ン科では広範な医学知識が必要で

すが、得られる知識と経験は患者さ

んのために、また自身のためにも生

涯にわたり役にたつと思っておりま

す。何卒、ご指導ご鞭撻のほどよろし

くお願い申し上げます。

皆様はじめまして、竹田倫世と申しま

す。呼吸器内科医として経験を積ん

でいく中で、呼吸器疾患の多くは不

治の病であり、患者さんのQOLにつ

いて考える機会が多くございました。

歩容や体幹バランス動作の改善、

暁下へのアプローチ、生活環境の調

整等について学ばせていただくこと

で、患者さんの息切れやQOLの改善

に寄与できるのではないかと思い、

この度入局させていただきました。

新たな気持ちで成長していきたいと

思いますので、ご指導ご鞭撻のほど

よろしくお願い申し上げます。

2021年4月から兵庫医科大学リハ

ビリテ ーション科に入局させていた

だきました、岡田祐和と申します。初

期研修の時担当した患者さんが、今

後どのように経過していくのか、どの

ように生活していくのか考え、リハビ

リテーション科を志望しました。至ら

ぬところもたくさんあるかと思います

が、精進を重ねて生きたいと考えて

おります。ご指導、ご鞭撻の程よろし

くお願いいたします。
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2021年4月から兵庫医科大学リハ

ピリテ ーション医学講座に入局させ

ていただきました、山内健と申しま

す。現在、47歳と決して若くはありま

せん。2016年3月に帝京大学医学

部を卒業し、静岡赤十字病院で初期

研修をさせていただいた後、大阪市

立大学医学部附属病院内科プログ

ラムを修了しています。知識経験に

乏しいため、ご迷惑をおかけすること

も多いと思いますが、日々精進して

いきますので、ご指導ご鞭撻の程を

お願い申し上げます。

2021年4月から兵庫医科大学リハ

ピリテ ーシコン科に入局させていた

だきました、奥村友香です。兵庫医

大を卒業し、初期研修も兵庫医大で

させていただきました。たくさんの患

者さんがより良い人生を送れるよう

に支援することができることに魅力

を感じリハビリテーション科を志望し

ました。まだまだはわからないことが

多いですがしっかりと勉強し、学んで

行き対と思いますのでご指導ご鞭撻

のほど、よろしくお願いします。

2021年4月より、兵庫医科大学リハ

ビリテ ーション科に入局させていた

だきました、小倉沙耶香です。兵庫

医科大学出身で、初期研修は市中病

院で研修しました。研修する中で、患

者さんの疾患だけでなく、日常生活

に戻る過程に一緒に寄り添えたらと

思い、リハビリテーション科を志望し

ました。まだまだ経験も浅く、ご迷惑

をおかけすることもあるかと思いま

すが、たくさん学んでいけたらと思い

ます。ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお

願い申し上げます。
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譴 リハビリテ ー ション医学『講座』に昇格！

これまで私たちの教室の正式名称は、兵庫医科大学「臨床医学系学科

目リハピリテーション医学」でしたが、2021年4月から正式に『臨床医

学系講座リハビリテーション医学講座」に昇格しました。形式的なパー

ティーはあまり好きでない私ですが、このことについては記念講演や大

祝賀会を開催したいくらいの歴史的な出来事ととらえています。新型コ

ロナ禍のために皆さんと一緒に祝杯をあげられないのが残念です。

当教室は、対外的にはすでにリハピリテーション医学研究や人材育成

の拠点として十分に認められていますので、逆にこれまで講座でな

かったことに驚かれることが多いようです。学科目と講座の違いはやや

複雑ですが、簡単に言えば、講座が医学部の骨格として永続的に存続

するのに対し、学科目はその時代のニーズに合わせて柔軟に設置する

ものです。したがって、教授が退職するとその都度存続の必要性が議

論されるという不安定な存在ということになります。このたび、これま

での教室の臨床·研究·教育の実績とリハビリテーション医学の将来性

等を大学側に評価して頂き、講座への昇格が認められたという経緯で

す。学科目の定員は教授1名のみで准教授以下は病院のリハビリテー

ション科に所属するというややこしい形式でしたが、講座昇格後は教

員定員6人すべてが講座に所属することになります。

教室の歴史をサマライズしますと、1972年兵庫医科大学開学、1976

年藤原誠先生が兵庫医科大学病院リハビリテーション部専任講師とし

て着任、1991年 学科目リハピリテーション医学研究室設置、藤原先

生が初代教授に就任、1997年兵庫医科大学篠山病院開設、1999年

リハビリテーシ3ンセンタ ー設立、2000年道免が助教授として着任、

2005年主任教授に就任、同年特定非営利活動法人リハ

ビリテ ーション医療推進機構 CRASEED設立。以来、60

名を超えるリハビリテーション科専門医を育成し、2018年

に新専門医制度のリハビリテーション科専門医研修ブログ

ラム基幹施設となっています。なお、専門医研修プログラ

ムの関連施設は18施設におよび、うち回復期リハビリ病

床は600床を超え、ハー ド面でもソフト面でも人材育成に

十分な資源を備えたプログラムになっています。

講座昇格を認められる理由となった30年余りの実績は、教

室と関連病院等に所属するすべての方々の努力の賜物だ

と思います。この場を借りて厚く御礼を申し上げます。

実績の一部をご紹介しますと、研究面では大学院生30人（在学生含

む）、うち学位取得者数18人、科研費獲得総額約2億円、著書20冊

（分担含む）、欧文論文75編、和文論文180編、国内外学会特別講演

等150、一般講演700以上等があります。また、臨床面ではリハビリ

テーション科医師が責任をもつ真のリハビリテーション医療とチーム医

療を実践することにより、常に大学病院の全入院患者の約4割がリハ

ビリテーション医療を受けており、診療報酬額は年間約5億円となって

います。

名称は講座に変わりますが、これまで通り関西における「真のリハビ

リテ ーション医療の創生」という目標は不変です。一貫したポリシー

として、

鱈リハピリテーション医療を支える専門医の人材育成

国療法士への「おまかせリハ」ではなく、リハピリテーシコン科専門医

が責任をもつ医療

回チームとしてリハビリテーション医療を支える優秀な療法士の人材

育成

口兵庫医科大学病院やささやま医療センタ ーおよび関連病院におけ

る真のリハピリテーション医療の実践

国最先端ニューロリハビリテーション研究と臨床応用の推進

をあげています。これからは、講座として組織基盤が盤石になった分、

以上の方針をさらにバワ ーアップさせて頑張りたいと思います。今後と

もよろしくお願い致します。

兵庫医科大学 道免 和久先生
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